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研究要旨

渡部　健二（大阪大学医学部医学科教育センター）

HIV 医学教育プログラムの開発と評価4

大阪大学医学部学生を対象としたスパイラル教育を構築するため、今年度は 1年次、4年次、
6年次で授業とアンケートを実施した。新型コロナウイルス感染症の感染拡大に合わせて授
業形式を適宜対面からウエブに切り換えて実施したが、これにより社会情勢に関わらず安全
かつ確実に教育を施すための環境が整備された。来年度はアンケートを分析し、授業の効果
としてHIV に関連する知識定着を促し、HIV 診療に対する意識変容を導いたか検証する。

研究目的
抗 HIV 療法の飛躍的な進歩にも関わらず、HIV

感染者の診療は一部の拠点病院に限られている。近
年 HIV 感染者数は急増しており、HIV 感染者がど
この医療機関でも安心して医療が受けられるように
医療界全体の整備が必要である。

本研究では、大阪大学医学部に効果的な HIV 教育
プログラムを導入することにより、HIV に関連する
知識の定着および HIV 診療に対する意識の変容を導
くことを目的とする。

研究方法
大阪大学医学部学生を対象としたスパイラル教育

介入研究を行う。
・ 低学年の 1 年次では、啓発活動を目的として、医

学の進歩が感染症を克服した経緯に関する講義を
行う。

・ 中学年の 4 年次では、HIV 診療に関する最新の知
識を伝授する講義を行う。

・ 高学年の 6 年次では、実際の HIV 診療における
問題点を抽出する症例検討形式の演習を行う。
授業前後でアンケート調査を行い、HIV に関連す

る知識の定着および HIV 診療に対する意識の変容を
調べる。

（倫理面への配慮）
令和 3 年度は、各授業を実際に行うことが主目的

である。アンケートは実施するが、適切にアンケー
トを実施出来るか確認することが目的であり、アン
ケート結果の具体的な解析は行わない。令和 4 年度
よりアンケート分析を行うため、倫理委員会での承
認を得る予定である。

研究結果
1）1年次　医学序説

令和 3 年 5 月 21 日、1 年次学生を対象とした医学
序説の 90 分授業を行った。医学序説では、世界的
な研究者や医師から最先端の研究成果や臨床医学の
進歩に関する講義を提供し、医学の全体像を俯瞰す
る。今回の講義の目的は HIV に関する啓発活動であ
り、医学の進歩が感染症を克服した経緯に関する解
説を行うことを目標とし、HIV 感染症・AIDS の歴史、
どんな病気？、治療、予防、疫学、今後の課題につ
いて講義が行われた。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、講
義形式は当初予定していた対面形式からウエブ会議
システム WebEx を用いたオンライン・リアルタイ
ム講義に変更し、白阪が大阪大学から講義を配信し
た（図 1）。渡部は授業全体のコーディネートを行っ
た。大阪大学授業支援システム CLE（Collaboration
and Learning Environment）を通じてウエブ会議の
アドレスを学生に通知し、学生は自宅や学内のアク
セスポイントなどから講義を視聴した。視聴に関連
するトラブルの報告は学生より受けていない。

図 1　1年次医学序説　オンライン講義
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授業前後で以下 5 つの設問によるアンケートを
行った。

1. あなたは、エイズについてどのような印象を持っ
ていますか。あてはまるものを選んでください。
複数回答可

□ 死に至る病である
□ 原因不明で治療法がない
□ 特定の人たちにだけ関係のある病気である
□ どれにも当てはまらず、不治の特別な病だとは

思っていない
□ 毎日大量の薬を飲まなければならない
□ 仕事や学業など、通常の社会生活はあきらめなけ

ればならない
□ その他
□ わからない

2. 未治療の HIV 感染者との行為で、HIV に感染する
リスクがあるものを選んでください。複数回答可

□ 握手
□ 軽いキス
□ 無防備な性行為
□ かみそりや歯ブラシの共用
□ お風呂に一緒に入る
□ トイレの共用
□ ペットボトル飲料の回し飲み
□ 注射器の回し打ち
□ 蚊の媒介
□ 授乳

3. 未治療の HIV 感染者の体液で、HIV が感染する
可能性のあるものを選んでください。複数回答可

□ 汗
□ 唾液
□ 血液
□ 精液
□ 膣分泌液
□ 母乳

4. 治療状況が良好な HIV 感染者との行為で、HIV
に感染するリスクがあるものを選んでください。
複数回答可

□ 握手
□ 食事
□ 性行為
□ 注射器の回し打ち
□ 授乳

5. 大阪府で HIV の新規に感染者（および AIDS 患者）
の報告数はおよそ（　　　）に 1 件である。（　）

内に当てはまるものを 1 つ選びなさい。
□ 2 日～ 3 日
□ 2 週間～ 3 週間
□ 2 ヶ月～ 3 ヶ月
□ 6 ヶ月
□ 1 年

アンケートは google form を用いてオンラインで
実施した。学生は CLE に示されたアドレスにアク
セスし、アンケートに回答した。各設問における回
答受付数は、授業前で設問 1 が 92 件、設問 2 が 92 件、
設問 3 が 92 件、設問 4 が 91 件、授業後で設問 1 が
91件、設問 2が 91件、設問 3が 91 件、設問 4が 63件、
設問 5 が 91 件であった。アンケート回答に関連し
たトラブルの報告は学生より受けていない。

アンケート設問の内容は、授業前にアンケートを
行うと学生の意識調査としての役割を果たし、授業
後に行えば理解度調査となるように調整されてい
る。今年度の本研究の目的は授業およびアンケート
の実施であり、アンケート結果の分析による意識
調査および理解度調査は次年度の課題とする。アン
ケートにより学生の意識調査が可能であることを確
認したが、回答の回収は個別に行えないため学生の
理解度は確認できない。

今回はコロナ禍のためオンライン授業となった
が、遠隔地の学習者に対して講義およびアンケート
を実施するシステムを構築することが出来た。予想
外の成果である。

2）6年次　臨床医学特論
令和 3 年 7 月 6 日、6 年次学生を対象とした臨床

医学特論の 180 分授業を行った。臨床医学特論は、
臨床実習を経験中の最終学年学生を対象に、通常の
講義では扱われない発展的・実践的内容を取り扱う。
本授業においては、HIV 診療における実践的な講義
の後に、症例検討形式の演習を行うことで、診療に
おける問題点を抽出することを目的とした。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、前半 54 名と
後半 54 名に分けて 90 分ずつの授業を白阪が行った。
渡部は授業全体のコーディネートを行った。授業にお
いては、最初に「症例検討：HIV 陽性者を診る」と
いう題目の元、HIV 感染症の基礎知識、HIV 感染症 /
AIDSの診断、抗HIV治療の進歩、抗HIV療法の実際、
医療機関における HIV 感染対策の原則、HIV 感染症
の疫学に関する40分の講義を行った（図2）。

続いて、症例検討を行った。課題は 2 つあり（図
3、4）、それぞれについて学生を 6 人ずつの 9 グルー
プに分けてグループ作業 10 分を行った。
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図 2　6年次臨床医学特論　白阪講義

図 3　6年次臨床医学特論　症例検討　課題 1

図 4　6年次臨床医学特論　症例検討　課題 2

グループ作業における検討内容は模造紙に記録さ
せ、学生全員の前で発表 5 分、白阪による解説 5 分
を行った（図 5、6）。感染拡大防止のため学生グルー
プを前半と後半に分けた結果、発表時間および解説
時間が短くなり、十分な検討を行えなかった。次年
度の課題である。

授業の前後でアンケートを行った。アンケート内
容は 1 年次医学序説と同じ内容とした。IC ブレイン
ズ社の Socratec SV を導入し、アンサーパッドを用
いて学生に回答を求めた（図 7）。

図 5　6年次臨床医学特論　症例検討　学生発表

図 6　6年次臨床医学特論　症例検討　白阪解説

図 7　Socratec SV　アンサーパッド

学生の意識調査が可能となったことを確認したの
みならず、同一学生の授業前後でのアンケート回答
を比較することにより、学生の理解度を調べられる
ことを確認した。ただし、今回導入したアンサーパッ
ド M30 は五択までしか対応できなかったため、五択
以上の設問については適切に回答できず、アンサー
パッドの変更が必要であることを確認した。　

3）4年次　臨床導入実習
令和 3 年 12 月 3 日、4 年次を対象とした臨床導入

実習で 60 分の対面講義を白阪が行った。渡部は授
業全体のコーディネートを行った。臨床導入実習で
は、臨床医学を一通り終了した段階で、臨床実習を
開始する前の準備的な教育を行う。本授業において



エイズ予防指針に基づく対策の評価と推進のための研究 ● 21

は、HIV 診療に関する最新の知識を伝授することを
目的とした。

授業の前後でアンケートを行った。アンケート内
容は 1 年次医学序説と同じ内容とした。IC ブレイン
ズ社の Socratec SV を用いたが、アンサーパッドは
五択以上回答出来る S53 を導入した結果、予定して
いた設問を正しく回答することが出来る環境を整え
たことが確認された。授業前のアンケートは学生の
意識調査として用いることが出来、各学生における
授業前後での回答状況を比較することで学生の理解
度を調べることが出来ることも確認できた。

4）初期研修医　レジデント・ウエブ・セミナー
これは当初予定していなかった授業である。1 年

次医学序説にてウエブ講義およびアンケートを実施
出来ることを確認したため、令和 3 年 11 月 30 日、
初期研修医を対象とするウエブセミナーを実施した

（図 8）。

図 8　初期研修医　ウエブ・セミナー

初期研修医は大阪大学医学部附属病院を基本とし
たが、協力型臨床研修病院の一部にも案内した。合
計で 10 名程度の初期研修医がこのセミナーに参加
した。

セミナーの内容は 6 年次臨床医学特論で行った講
義と演習と同じ内容としたが、セミナーの時間は学

習効率を考えて 45 分に短縮した。演習においては、
回答予定者を事前に決めておき、ウエブ画面に課題
を示しながら、設問ごとに研修医に回答を尋ねた。
演習における議論の内容は、6 年次臨床医学特論と
比べて実践的であり充実したものであった。アン
ケートは、初期研修医の負担になると考え実施しな
かった。

考　察
大阪大学医学部学生を対象として授業を対面およ

びウエブで行えることを確認した。スピンオフとし
て、授業の対象を初期研修医まで拡張することも出
来た。学生の理解度に応じて授業内容を変更してい
るが、その内容が適していたものであったか、あら
ためて振り返る必要がある。

新型コロナウイルス感染症の感染状況により授業
形態を適宜対面からウエブに変更したが、アンケー
ト形式はそれに適宜合わせて実施した。アンケート
は、授業前に実施すれば学生の意識調査としての役
割を果たし、授業後に実施すれば授業前と比較する
ことにより学生の理解度調査としての役割を果たす
ように、内容が調整されている。対面によるアンケー
トではアンサーパッドを導入し、試行錯誤ではあっ
たが、アンケートを適切に実施出来る環境を構築し
た。オンラインでのアンケートでは google form を
用いたが、各学生における授業前後での変化を比較
できないため、その用途は意識調査に留まる。学生
別にオンラインで集計できるシステムを今後検討す
る必要がある。

来年度は、倫理委員会で本研究に対する承認を得
る予定である。アンケートの分析を通じて、授業が
HIV に関連する知識の定着を促し、HIV 診療に対す
る意識の変容を導くことが出来たか、検証する。　

結　論
大阪大学医学部 1 年次、4 年次、6 年次の学生を

対象とした HIV 教育プログラムを、新型コロナウイ
ルス感染症の感染状況に応じて安全かつ確実に提供
した。
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